
大学院での学びが、経営の原点に
～社会課題解決とスリーハイの進化～

ミッション

ビジョン

バリュー

ものを想う。ひとを想う。

ものに魂を宿し、
関わる人たちに想いを届けていく

世界中の「温めたい」に応えていく

「温める」をつくること。

「大学院の学びがスリーハイを進化させた」

大学院では、「障がいを持つ方々が安心して働ける場をつくる」
をテーマに研究。工場廃材を活用した療育や就労支援プログラム
の構想を描きました。この学びが、現在のスリーハイ経営の原点
となっています。

１）大学院での学び→ 現在の実践
・工場廃材活用の発想 → 脱炭素・断熱カバー事業へ発展
・「誰もが自分らしく働ける場」 → 健康経営の取組み
・社会との対話重視 → アニュアルレポート「OMOU」発行
・障がいを持つスタッフの活躍 →ミシン技術を活かし
社内外で高評価、チームの力に

２）社会からの評価（第三者認定）
・2024年「日本でいちばん大切にしたい会社」特別賞受賞
・2025年「健康経営優良法人ブライト500」上位500社に認定

男澤コメント：
大学院での学びは、スリーハイ経営の原点となりました。
社会課題をビジネスで解決する視点が、脱炭素・健康経営・情報
開示といった取り組みを生み出し、外部から評価していただきま
した。

これからも町工場から世界へ、温かい循環を広げていきます。

一期生：
株式会社スリーハイ男澤誠



町工場から世界へ、温かい循環をつくる
～地域・社員・社会とともに広がるスリーハイの取り組み～ 一期生：

株式会社スリーハイ男澤誠

【教育・未来】「小学校と連携した『こどもまち探検』１２年間継続

【地域との共創】ケアプラザと協働し、生きづらさを感じる方へのお弁当販売



町工場から世界へ、温かい循環をつくる
～地域・社員・社会とともに広がるスリーハイの取り組み～ 一期生：

株式会社スリーハイ男澤誠

【脱炭素・技術】断熱カバー事業で工場環境改善・CO₂削減

【情報開示・信頼】アニュアルレポート『OMOU』でステークホルダー経営を推進

こちらからダウンロード
できます



町工場から世界へ、温かい循環をつくる
～地域・社員・社会とともに広がるスリーハイの取り組み～ 一期生：

株式会社スリーハイ男澤誠

スリーハイの戦略マップ

大学院での学びを原点に、地域・社員・社会とともに、温かい循環を未来へ広げていきます。
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